


エチオピアの植民地支配の解

体と国家再建におけるエリト

リア革命の成果は、実に印象

的である。こういった成果の

背後にある原動力は、エリト

リア人民の自由への渇望と、

ますます強くなっていく粘り

強さである。

EPLFは、一般市民の潜在的な

能力と創造性に気付き、民主

的な労働の方法や組織を導入

し、闘争のあらゆる分野にお

いて一般の人々の参加を促進

させた。これはエリトリア労

働者組合、農業組合、女性組

合、青少年組合の形成に寄与

することとなった。











1987年の第二回EPLF・ELF-CL統一会議は、エリトリアの解放運動の政治的成熟に対し

てのトリビュートであった。会議は過去40年間の闘争を批判的に評価し、国家的・地

域的・国際的に支配的な状況を徹底的に考察した。



イブラヒム・スルタン：

“親愛なる同胞諸君、団結して立ち上がろう。エリ

トリアのために団結しともに働こう”

ウォルデブ・W・マリアム：

“神はこの王冠を私たちに授けた。それに大胆に

も触ろうとする者は悲劇だ”






